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【届出の対象とした募集内国投資信

託受益証券に係るファンドの名称】

ちばぎんコア投資ファンド（安定型）

ちばぎんコア投資ファンド（成長型）

【届出の対象とした募集内国投資信

託受益証券の金額】

当初申込額　ちばぎんコア投資ファンド（安定型）

　　　　　　上限300億円

　　　　　　ちばぎんコア投資ファンド（成長型）

　　　　　　上限300億円

継続申込額　ちばぎんコア投資ファンド（安定型）

　　　　　　上限10兆円

　　　　　　ちばぎんコア投資ファンド（成長型）

　　　　　　上限10兆円

【縦覧に供する場所】 該当事項はありません。
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１．【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

 

本日、半期報告書を提出したこと等に伴い、平成27年7月1日に提出した有価証券届出書（平成28年1月20日付

で提出した有価証券届出書の訂正届出書により訂正済。以下「原届出書」といいます。）の内容に訂正すべ

き事項が生じましたので、本訂正届出書を提出するものです。

 

２．【訂正の内容】

　

第二部【ファンド情報】

　

第１【ファンドの状況】

　

１【ファンドの性格】

 

原届出書の「第二部　ファンド情報」「第１　ファンドの状況」「１　ファンドの性格」につきましては、

該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

（３）【ファンドの仕組み】

 

＜訂正前＞

（前略）
 
 

②委託会社の概況（平成27年11月30日現在）

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）
 
 

②委託会社の概況（平成28年2月29日現在）

（後略）

 

 

２【投資方針】

 

原届出書の「第二部　ファンド情報」「第１　ファンドの状況」「２　投資方針」につきましては、該当情

報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

 

（２）【投資対象】
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＜訂正前＞

（前略）

（参考）投資対象ファンドの概要

投資対象ファンドとして予定しているファンドの概要は以下のとおりです。ただし、全ての投資対象ファ

ンドに投資するとは限りません。また、投資対象ファンドについては、定性・定量評価等により適宜見直

しを行います。

以下の内容は、平成28年1月20日現在、委託会社が知り得る情報に基づいて作成しておりますが、今後、記

載内容が変更となることがあります。

（中略）

14. FOFs用MLP インデックスファンド（適格機関投資家専用）

運用会社 日興アセットマネジメント株式会社

運用の基本方針

この投資信託は、別に定めるＭＬＰ（マスター・リミテッド・パートナーシッ

プ）市場の動きをとらえる指数に連動する投資成果を目指して運用を行ないま

す。

主要投資対象
インデックス マザーファンドＭＬＰ受益証券および米国の金融商品取引所に

上場されているＭＬＰやＭＬＰに関連する証券

投資態度

主として、インデックス マザーファンドＭＬＰ受益証券および米国の金融商

品取引所に上場されているＭＬＰやＭＬＰに関連する証券に投資を行ない、別

に定めるＭＬＰ市場の動きをとらえる指数に連動する投資成果を目指して運用

を行ないます。対象指数の選定および変更にあたっては、当ファンドの商品性

および運用上の効率性を勘案し、委託者の判断により決定するものとします。

運用にあたって、対象指数に採用されていないＭＬＰ等についても、運用目的

を達成するために有用であると判断される場合は投資を行ないます。また、対

象指数に採用されているＭＬＰ等の一部または全部の値動きに連動を目指す上

場投資信託証券や債券等に投資する場合もあります。

ただし、市況動向に急激な変化が生じたとき、ならびに残存信託期間、残存元

本が運用に支障をきたす水準となったとき等やむを得ない事情が発生した場合

には、上記のような運用ができない場合があります。

＜別に定めるＭＬＰ市場の動きをとらえる指数（平成27年2月2日現在）＞

S&P MLP 指数（円換算ベース）

 

 

 

主な投資制限

 

 

 

①株式：制限なし

②投資信託証券：（マザーファンドおよび上場投資信託証券を除いて）5％以

下

③外貨建資産：制限なし

④デリバティブ取引等について、一般社団法人投資信託協会規則の定めるとこ

ろに従い、合理的な方法により算出した額が信託財産の純資産総額を超えな

いものとします。

ベンチマーク S&P MLP 指数（円換算ベース）

決算日 年1回：11月20日（休業日の場合は翌営業日）
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収益の分配

①分配対象額は、経費控除後の利子・配当等収益および売買益（評価益を含

む）等の全額。

②分配金額は委託者が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定する。ただ

し、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともある。

③留保益は、運用の基本方針に基づき運用を行なう。

申込手数料 該当事項はありません。

換金（解約）手数料 該当事項はありません。

信託報酬 純資産総額に対し、年0.1512％（税抜 年0.14％）

信託財産留保額 該当事項はありません。

設定日 平成26年10月8日

信託期間 平成26年10月8日から平成36年11月20日

 

関係法人
・受託会社

三井住友信託銀行株式会社

※「S&P MLP 指数」とはS&P Dow Jones Indices LLC（以下「SPDJI」）が公表する指数で、ニューヨーク証

券取引所やNASDAQ などに上場するMLPなどのうち、GICS（世界産業分類基準）においてエネルギーセクター

または公益事業セクターのガス産業に属する銘柄を対象とした、浮動株調整後の時価総額加重を基本とする

指数です。「円換算ベース」は、ドルベース指数をもとに日興アセットマネジメント株式会社が独自に円換

算した指数です。同指数はSPDJI の商品であり、これを利用するライセンスが日興アセットマネジメント株

式会社に付与されています。

 

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

（参考）投資対象ファンドの概要

投資対象ファンドとして予定しているファンドの概要は以下のとおりです。ただし、全ての投資対象ファ

ンドに投資するとは限りません。また、投資対象ファンドについては、定性・定量評価等により適宜見直

しを行います。

以下の内容は、平成28年4月28日現在、委託会社が知り得る情報に基づいて作成しておりますが、今後、記

載内容が変更となることがあります。

（中略）

14. FOFs用MLP インデックスファンド（適格機関投資家専用）

運用会社 日興アセットマネジメント株式会社

運用の基本方針

この投資信託は、別に定めるＭＬＰ（マスター・リミテッド・パートナーシッ

プ）市場の動きをとらえる指数に連動する投資成果を目指して運用を行ないま

す。

主要投資対象
インデックス マザーファンドＭＬＰ受益証券および米国の金融商品取引所に

上場されているＭＬＰやＭＬＰに関連する証券
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投資態度

主として、インデックス マザーファンドＭＬＰ受益証券および米国の金融商

品取引所に上場されているＭＬＰやＭＬＰに関連する証券に投資を行ない、別

に定めるＭＬＰ市場の動きをとらえる指数に連動する投資成果を目指して運用

を行ないます。対象指数の選定および変更にあたっては、当ファンドの商品性

および運用上の効率性を勘案し、委託者の判断により決定するものとします。

運用にあたって、対象指数に採用されていないＭＬＰ等についても、運用目的

を達成するために有用であると判断される場合は投資を行ないます。また、対

象指数に採用されているＭＬＰ等の一部または全部の値動きに連動を目指す上

場投資信託証券や債券等に投資する場合もあります。

ただし、市況動向に急激な変化が生じたとき、ならびに残存信託期間、残存元

本が運用に支障をきたす水準となったとき等やむを得ない事情が発生した場合

には、上記のような運用ができない場合があります。

＜別に定めるＭＬＰ市場の動きをとらえる指数＞

S&P MLP 指数（円換算ベース）

 

 

 

主な投資制限

 

 

 

①株式：制限なし

②投資信託証券：（マザーファンドおよび上場投資信託証券を除いて）5％以

下

③外貨建資産：制限なし

④デリバティブ取引等について、一般社団法人投資信託協会規則の定めるとこ

ろに従い、合理的な方法により算出した額が信託財産の純資産総額を超えな

いものとします。

ベンチマーク S&P MLP 指数（円換算ベース）

決算日 年1回：11月20日（休業日の場合は翌営業日）

収益の分配

①分配対象額は、経費控除後の利子・配当等収益および売買益（評価益を含

む）等の全額。

②分配金額は委託者が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定する。ただ

し、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともある。

③留保益は、運用の基本方針に基づき運用を行なう。

申込手数料 該当事項はありません。

換金（解約）手数料 該当事項はありません。

信託報酬 純資産総額に対し、年0.1512％（税抜 年0.14％）

信託財産留保額 該当事項はありません。

設定日 平成26年10月8日

信託期間 平成26年10月8日から平成36年11月20日

 

関係法人
・受託会社

三井住友信託銀行株式会社

※「S&P MLP 指数」とはS&P Dow Jones Indices LLC（以下「SPDJI」）が公表する指数で、ニューヨーク証

券取引所やNASDAQ などに上場するMLPなどのうち、GICS（世界産業分類基準）においてエネルギーセクター

または公益事業セクターのガス産業に属する銘柄を対象とした、浮動株調整後の時価総額加重を基本とする

指数です。「円換算ベース」は、ドルベース指数をもとに日興アセットマネジメント株式会社が独自に円換
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算した指数です。同指数はSPDJI の商品であり、これを利用するライセンスが日興アセットマネジメント株

式会社に付与されています。

（後略）

 

３【投資リスク】

 

原届出書の「第二部　ファンド情報」「第１　ファンドの状況」「３　投資リスク」「参考情報」につきま

しては、該当情報を以下の内容に更新・訂正します。

 

＜更新・訂正後＞
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４【手数料等及び税金】

 

原届出書の「第二部　ファンド情報」「第１　ファンドの状況」「４　手数料等及び税金」につきまして

は、該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

（５）【課税上の取扱い】

 

＜訂正前＞

課税上は株式投資信託として取り扱われます。

①個人の受益者に対する課税

（中略）

ハ．損益通算について

一部解約時及び償還時の譲渡損失については、確定申告により、上場株式等の譲渡益及び申告分離

課税を選択した上場株式等の配当所得から控除することが可能です。また、一部解約時及び償還時

の差益については、上場株式等の譲渡損失との通算が可能です。

なお、平成28年1月1日以降は、損益通算の対象に特定公社債等の利子所得及び譲渡所得等が追加さ

れ、これらの所得間並びに上場株式等（公募株式投資信託を含みます。）の配当所得（申告分離課

税を選択したものに限ります。）及び譲渡所得等との損益通算が可能となります。

ニ．少額投資非課税制度「愛称：NISA（ニーサ）」、未成年者少額投資非課税制度「愛称：ジュニア

NISA（ジュニアニーサ）」（＊）をご利用の場合

NISA及びジュニアNISAは、上場株式、公募株式投資信託等に係る非課税制度です。

ご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得及

び譲渡所得が一定期間非課税となります。

販売会社で非課税口座を開設するなど、一定の条件に該当する方が対象となります。詳しくは、販

売会社にお問い合わせください。

＊平成28年4月1日より適用開始される、20歳未満の方を対象とした非課税制度です。

 

（中略）

※上記は、平成27年11月末日現在のものですので、税法等が改正された場合等には、上記の内容が変更

される場合があります。

（後略）

 

＜訂正後＞

課税上は株式投資信託として取り扱われます。

①個人の受益者に対する課税

（中略）

ハ．損益通算について

一部解約時及び償還時の譲渡損益については、確定申告により、特定公社債等の利子所得及び譲渡

所得等の所得間並びに上場株式等（公募投資信託を含みます。）の配当所得（申告分離課税を選択

したものに限ります。）及び譲渡所得等との損益通算が可能です。
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ニ．少額投資非課税制度「愛称：NISA（ニーサ）」、未成年者少額投資非課税制度「愛称：ジュニア

NISA（ジュニアニーサ）」をご利用の場合

NISA及びジュニアNISAは、上場株式、公募株式投資信託等に係る非課税制度です。

ご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得及

び譲渡所得が一定期間非課税となります。

販売会社で非課税口座を開設するなど、一定の条件に該当する方が対象となります。詳しくは、販

売会社にお問い合わせください。

（中略）

 

※上記は、平成28年2月末日現在のものですので、税法等が改正された場合等には、上記の内容が変更さ

れる場合があります。

（後略）
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５【運用状況】

 

原届出書の「第二部　ファンド情報」「第１　ファンドの状況」「５　運用状況」につきましては、該当情

報を以下の内容に更新・訂正します。

 

＜更新・訂正後＞

以下の記載は平成28年2月29日現在の状況について記載してあります。

 

【ちばぎんコア投資ファンド（安定型）】

 

（１）【投資状況】

資産の種類 国／地域 時価合計（円） 投資比率（％）

投資信託受益証券 日本 4,351,760,840 78.11

 ケイマン 388,935,366 6.98

 小計 4,740,696,206 85.09

投資証券 ルクセンブルク 650,498,401 11.67

現金・預金・その他の資産(負債控除後) ― 179,973,076 3.23

合計(純資産総額) 5,571,167,683 100.00

(注1)国／地域は、発行体の所在地によって記載しております。

(注2)投資比率とは、当ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。

 

（２）【投資資産】

 

①【投資有価証券の主要銘柄】

イ.評価額上位銘柄明細

順
位
国／地域 種類 銘柄名

数量又は
額面総額

帳簿価額
単価
(円)

帳簿価額
金額
(円)

評価額
単価
(円)

評価額
金額
(円)

投資
比率
(％)

1 日本 投資信託
受益証券

FOFs用世界ハイインカム入替戦略
ファンドS(為替ヘッジあり)（適
格機関投資家専用）

600,280,110 1.0138 608,614,715 1.0395 623,991,174 11.20

2 ルクセン
ブルク

投資証券 Global Absolute Return

Strategies Fund - Class DA, H,

JPY

234,046.666 1,898.25 444,280,000 1,859 435,092,752 7.81

3 日本 投資信託
受益証券

FOFs用FRM ダイバーシファイド・

リンク・ファンドS（適格機関投

資家専用）

451,278,934 0.9778 441,275,130 0.9496 428,534,475 7.69

4 日本 投資信託
受益証券

FOFs用国内債券インデックス・

ファンドS（適格機関投資家専
用）

375,100,771 1.0142 380,438,378 1.045 391,980,305 7.04

5 ケイマン 投資信託
受益証券

HYFI Loan Fund－JPY-USDクラス 376,278.1227 1,047.88 394,296,535 1,033.63 388,935,366 6.98

6 日本 投資信託
受益証券

ヘッジファンド・リターン・ター
ゲットファンド・為替ヘッジあ

り（適格機関投資家専用）

330,120,641 1.0095 333,262,839 0.987 325,829,072 5.85

7 日本 投資信託
受益証券

FOFs用外国株式インデックス・

ファンドS（適格機関投資家専

用）

390,843,603 0.9004 351,920,000 0.8192 320,179,079 5.75

8 日本 投資信託
受益証券

FOFs用外国債券インデックス・

ファンドS（適格機関投資家専

用）

299,795,947 0.995 298,300,000 0.9501 284,836,129 5.11
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9 日本 投資信託
受益証券

FOFs用新興国債券セレクト・ファ
ンドS（適格機関投資家専用）

281,865,886 0.8695 245,110,000 0.7974 224,759,857 4.03

10 日本 投資信託
受益証券

TCAファンド（適格機関投資家専

用）

218,416,026 0.9845 215,045,831 0.9951 217,345,787 3.90

11 ルクセン
ブルク

投資証券 BlueBay Investment Grade

Absolute Return Bond Fund －ク

ラスS-JPY

22,646.769 9,755.37 220,927,696 9,511.54 215,405,649 3.87

12 日本 投資信託
受益証券

FOFs用JPX日経インデックス400
ファンドS（適格機関投資家専
用）

252,606,522 0.8961 226,370,000 0.8066 203,752,420 3.66

13 日本 投資信託
受益証券

FOFs用日本物価連動国債ファンド
S（適格機関投資家専用）

161,091,833 0.9827 158,319,997 0.9626 155,066,998 2.78

14 日本 投資信託
受益証券

FOFs用新興国株式セレクト・ファ
ンドS（適格機関投資家専用）

194,236,298 0.805 156,370,000 0.7036 136,664,659 2.45

15 日本 投資信託
受益証券

FOFs用J-REITインデックス・

ファンドS（適格機関投資家専

用）

107,365,731 0.9414 101,081,230 1.0426 111,939,511 2.01

16 日本 投資信託
受益証券

FOFs用MAN AHL ダイバーシファイ

ドリンクファンドS（適格機関投

資家専用）

109,350,391 0.9999 109,350,000 1.0102 110,465,764 1.98

17 日本 投資信託
受益証券

FOFs用FRM シグマ・リンク・

ファンドS（適格機関投資家専
用）

110,884,789 0.9537 105,756,352 0.9924 110,042,064 1.98

18 日本 投資信託
受益証券

マルチ・ストラテジー・ファンド
（適格機関投資家専用）

110,403,660 0.9936 109,700,000 0.9877 109,045,694 1.96

19 日本 投資信託
受益証券

FOFs用KIM マルチストラテジーリ

ンクファンドS（適格機関投資家
専用）

109,907,054 0.9917 109,000,000 0.9904 108,851,946 1.95

20 日本 投資信託
受益証券

FOFs用ピクテマルチストラテ

ジーリンクファンドS（適格機関

投資家専用）

109,945,891 0.9913 109,000,000 0.9876 108,582,561 1.95

21 日本 投資信託
受益証券

FOFs用国内株式エンハンスト運用
戦略ファンド（適格機関投資家専
用）

107,001,364 1.0561 113,010,000 0.938 100,367,279 1.80

22 日本 投資信託
受益証券

大和住銀／ウエリントン・ワー

ルド・ボンド（適格機関投資家

専用）

93,090,859 1.0071 93,760,000 0.9537 88,780,752 1.59

23 日本 投資信託
受益証券

FOFs用グローバルREITインデック
ス・ファンドS（適格機関投資家

専用）

78,707,937 0.9479 74,610,000 0.8961 70,530,182 1.27

24 日本 投資信託
受益証券

FOFs用グローバル・コモディティ
（米ドル建て）・ファンドS（適

格機関投資家専用）

76,670,179 0.7892 60,510,000 0.6848 52,503,738 0.94

25 日本 投資信託
受益証券

FOFs用MLPインデックスファンド

（適格機関投資家専用）

68,952,427 0.6259 43,160,000 0.4914 33,883,222 0.61

26 日本 投資信託
受益証券

FOFs用日本株配当ファンドS（適
格機関投資家専用）

39,840,034 0.9392 37,420,000 0.8491 33,828,172 0.61

(注1)国／地域は、発行体の所在地によって記載しております。

(注2)投資比率とは、当ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。

ロ.種類別投資比率

種類 投資比率（％）

投資信託受益証券 85.09

投資証券 11.68

合計 96.77

(注)投資比率は、当ファンドの純資産総額に対する当該有価証券の時価の比率です。

 

②【投資不動産物件】

該当事項はありません。
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③【その他投資資産の主要なもの】

該当事項はありません。

 

（３）【運用実績】

 

①【純資産の推移】

期別
純資産総額（円） 1口当たり純資産額（円）

（分配落） （分配付） （分配落） （分配付）

 2015年 7月末日 1,025,628,767 ― 1.0000 ―

 　　　 8月末日 1,690,355,581 ― 0.9726 ―

 　　　 9月末日 2,496,865,364 ― 0.9564 ―

 　　　10月末日 2,965,874,535 ― 0.9808 ―

 　　　11月末日 3,161,901,741 ― 0.9815 ―

 　　　12月末日 3,393,001,224 ― 0.9669 ―

 2016年 1月末日 4,274,142,590 ― 0.9432 ―

 　　　 2月末日 5,571,167,683 ― 0.9366 ―

 

②【分配の推移】

該当事項はありません。

 

③【収益率の推移】

期 計算期間 収益率（％）

第1中間計算期間末 2015年 7月31日～2016年 1月30日 △5.7

(注1)収益率とは、各計算期間末の基準価額(分配付)から前計算期間末の基準価額（分配落）を控除した額を前計算期間末の基

準価額（分配落）で除して得た数に100を乗じて得た数字です。

(注 2)小数第2位を四捨五入しております。

 

（４）【設定及び解約の実績】

期 計算期間 設定口数（口） 解約口数（口） 発行済み口数（口）

第1中間計算期間末 2015年 7月31日～2016年 1月30日 4,634,810,379 103,487,541 4,531,322,838

(注1)第1中間計算期間の設定口数には、当初設定口数を含みます。

(注2)当該計算期間中において、本邦外における設定または解約の実績はございません。
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【ちばぎんコア投資ファンド（成長型）】

 

（１）【投資状況】

資産の種類 国／地域 時価合計（円） 投資比率（％）

投資信託受益証券 日本 5,611,780,133 84.51

 ケイマン 232,386,248 3.49

 小計 5,844,166,381 88.01

投資証券 ルクセンブルク 586,028,565 8.82

現金・預金・その他の資産(負債控除後) ― 209,667,103 3.15

合計(純資産総額) 6,639,862,049 100.00

(注1)国／地域は、発行体の所在地によって記載しております。

(注2)投資比率とは、当ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。

 

（２）【投資資産】

 

①【投資有価証券の主要銘柄】

イ.評価額上位銘柄明細

順
位
国／地域 種類 銘柄名

数量又は
額面総額

帳簿価額
単価
(円)

帳簿価額
金額
(円)

評価額
単価
(円)

評価額
金額
(円)

投資
比率
(％)

1 日本 投資信託
受益証券

FOFs用外国株式インデックス・

ファンドS（適格機関投資家専

用）

773,660,557 0.9273 717,450,000 0.8192 633,782,728 9.55

2 日本 投資信託
受益証券

FOFs用外国債券インデックス・

ファンドS（適格機関投資家専

用）

596,161,695 1.0023 597,588,806 0.9501 566,413,226 8.53

3 日本 投資信託
受益証券

FOFs用JPX日経インデックス400
ファンドS（適格機関投資家専
用）

602,533,221 0.9271 558,620,000 0.8066 486,003,296 7.32

4 日本 投資信託
受益証券

FOFs用新興国債券セレクト・
ファンドS（適格機関投資家専

用）

560,806,491 0.8912 499,805,620 0.7974 447,187,095 6.73

5 ルクセン
ブルク

投資証券 Global Absolute Return

Strategies Fund - Class DA,

H, JPY

210,330.524 1,909.62 401,652,328 1,859 391,004,444 5.89

6 日本 投資信託
受益証券

FOFs用FRM ダイバーシファイド・

リンク・ファンドS（適格機関

投資家専用）

407,186,948 0.983 400,282,302 0.9496 386,664,725 5.82

7 日本 投資信託
受益証券

FOFs用世界ハイインカム入替戦
略ファンドS(為替ヘッジあり)
（適格機関投資家専用）

358,736,186 1.0092 362,070,858 1.0395 372,906,265 5.62

8 日本 投資信託
受益証券

ヘッジファンド・リターン・
ターゲットファンド・為替ヘッ

ジあり（適格機関投資家専用）

296,659,968 1.0189 302,281,262 0.987 292,803,388 4.41

9 日本 投資信託
受益証券

FOFs用新興国株式セレクト・
ファンドS（適格機関投資家専

用）

385,911,232 0.8331 321,540,000 0.7036 271,527,142 4.09

10 日本 投資信託
受益証券

FOFs用J-REITインデックス・

ファンドS（適格機関投資家専

用）

257,397,986 0.9403 242,036,768 1.0426 268,363,140 4.04

11 日本 投資信託
受益証券

FOFs用国内株式エンハンスト運
用戦略ファンド（適格機関投資
家専用）

255,323,136 1.0908 278,510,000 0.938 239,493,101 3.61

12 日本 投資信託
受益証券

FOFs用国内債券インデックス・

ファンドS（適格機関投資家専
用）

224,132,281 1.0099 226,354,634 1.045 234,218,233 3.53
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13 ケイマン 投資信託
受益証券

HYFI Loan Fund－JPY-USDクラス 224,823.6316 1,051.62 236,429,426 1,033.63 232,386,248 3.50

14 日本 投資信託
受益証券

TCAファンド（適格機関投資家専

用）

196,284,899 0.9873 193,806,319 0.9951 195,323,102 2.94

15 ルクセン
ブルク

投資証券 BlueBay Investment Grade

Absolute Return Bond Fund －ク

ラスS-JPY

20,503.948 9,800.15 200,941,962 9,511.54 195,024,121 2.94

16 日本 投資信託
受益証券

大和住銀／ウエリントン・ワー

ルド・ボンド（適格機関投資家

専用）

185,130,770 1.0159 188,089,525 0.9537 176,559,215 2.66

17 日本 投資信託
受益証券

FOFs用グローバルREITインデッ
クス・ファンドS（適格機関投

資家専用）

189,911,015 0.9649 183,259,585 0.8961 170,179,260 2.56

18 日本 投資信託
受益証券

FOFs用グローバル・コモディ
ティ（米ドル建て）・ファンドS

（適格機関投資家専用）

185,203,228 0.8171 151,330,000 0.6848 126,827,170 1.91

19 日本 投資信託
受益証券

FOFs用FRM シグマ・リンク・

ファンドS（適格機関投資家専
用）

99,547,802 0.9593 95,496,819 0.9924 98,791,238 1.49

20 日本 投資信託
受益証券

FOFs用MAN AHL ダイバーシファイ

ドリンクファンドS（適格機関投

資家専用）

97,457,709 0.9999 97,455,002 1.0102 98,451,777 1.48

21 日本 投資信託
受益証券

マルチ・ストラテジー・ファン
ド（適格機関投資家専用）

99,014,769 0.9931 98,340,000 0.9877 97,796,887 1.47

22 日本 投資信託
受益証券

FOFs用KIM マルチストラテジー

リンクファンドS（適格機関投資
家専用）

98,426,624 0.9909 97,540,000 0.9904 97,481,728 1.47

23 日本 投資信託
受益証券

FOFs用ピクテマルチストラテ

ジーリンクファンドS（適格機関

投資家専用）

98,406,390 0.9911 97,540,000 0.9876 97,186,150 1.46

24 日本 投資信託
受益証券

FOFs用日本物価連動国債ファン
ドS（適格機関投資家専用）

96,261,876 0.9855 94,874,320 0.9626 92,661,681 1.40

25 日本 投資信託
受益証券

FOFs用日本株配当ファンドS（適
格機関投資家専用）

95,316,069 0.9675 92,220,000 0.8491 80,932,874 1.22

26 日本 投資信託
受益証券

FOFs用MLPインデックスファンド

（適格機関投資家専用）

163,261,524 0.6745 110,120,000 0.4914 80,226,712 1.21

(注1)国／地域は、発行体の所在地によって記載しております。

(注2)投資比率とは、当ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。

ロ.種類別投資比率

種類 投資比率（％）

投資信託受益証券 88.02

投資証券 8.83

合計 96.84

(注)投資比率は、当ファンドの純資産総額に対する当該有価証券の時価の比率です。

 

②【投資不動産物件】

該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】

該当事項はありません。

 

（３）【運用実績】

 

①【純資産の推移】
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期別
純資産総額（円） 1口当たり純資産額（円）

（分配落） （分配付） （分配落） （分配付）

 2015年 7月末日 2,108,925,965 ― 1.0000 ―

 　　　 8月末日 3,442,514,259 ― 0.9593 ―

 　　　 9月末日 4,176,462,855 ― 0.9307 ―

 　　　10月末日 4,745,248,596 ― 0.9698 ―

 　　　11月末日 5,001,398,482 ― 0.9731 ―

 　　　12月末日 5,086,911,673 ― 0.9519 ―

 2016年 1月末日 5,799,612,283 ― 0.9126 ―

 　　　 2月末日 6,639,862,049 ― 0.8997 ―

 

②【分配の推移】

該当事項はありません。

 

③【収益率の推移】

期 計算期間 収益率（％）

第1中間計算期間末 2015年 7月31日～2016年 1月30日 △8.7

(注1)収益率とは、各計算期間末の基準価額(分配付)から前計算期間末の基準価額（分配落）を控除した額を前計算期間末の基

準価額（分配落）で除して得た数に100を乗じて得た数字です。

(注 2)小数第2位を四捨五入しております。

 

（４）【設定及び解約の実績】

期 計算期間 設定口数（口） 解約口数（口） 発行済み口数（口）

第1中間計算期間末 2015年 7月31日～2016年 1月30日 6,671,733,346 316,609,113 6,355,124,233

(注1)第1中間計算期間の設定口数には、当初設定口数を含みます。

(注2)当該計算期間中において、本邦外における設定または解約の実績はございません。
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（参考情報）交付目論見書に記載するファンドの運用実績
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第３【ファンドの経理状況】

１【財務諸表】

原届出書の「第二部　ファンド情報」「第３　ファンドの経理状況」「１　財務諸表」につきましては、該

当情報を以下の内容に更新・訂正します。

 

＜更新・訂正後＞

(1)当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則（昭和52年大蔵

省令第38号）」並びに同規則第38条の3及び第57条の2の規定により、「投資信託財産の計算に関する規則

（平成12年総理府令第133号）」に基づいて作成しております。

なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

(2)当ファンドは、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1期中間計算期間（平成27年7月31日

から平成28年1月30日）の中間財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる中間監査を受けてお

ります。
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【中間財務諸表】

【ちばぎんコア投資ファンド（安定型）】

（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

第1期中間計算期間末

平成28年 1月30日現在

資産の部

流動資産

金銭信託 860,159

コール・ローン 164,327,074

投資信託受益証券 3,409,239,354

投資証券 463,826,802

未収入金 278,695,006

未収利息 90

流動資産合計 4,316,948,485

資産合計 4,316,948,485

負債の部

流動負債

未払金 24,210,000

未払解約金 277,007

未払受託者報酬 724,067

未払委託者報酬 17,522,475

その他未払費用 72,346

流動負債合計 42,805,895

負債合計 42,805,895

純資産の部

元本等

元本 4,531,322,838

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） △257,180,248

元本等合計 4,274,142,590

純資産合計 4,274,142,590

負債純資産合計 4,316,948,485
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】

（単位：円）

第1期中間計算期間

自　平成27年 7月31日

至　平成28年 1月30日

営業収益

受取利息 6,679

有価証券売買等損益 △117,643,844

営業収益合計 △117,637,165

営業費用

受託者報酬 724,067

委託者報酬 17,522,475

その他費用 72,346

営業費用合計 18,318,888

営業利益又は営業損失（△） △135,956,053

経常利益又は経常損失（△） △135,956,053

中間純利益又は中間純損失（△） △135,956,053

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う中間純損失金額の分配額（△）
△1,611,391

期首剰余金又は期首欠損金（△） -

剰余金増加額又は欠損金減少額 1,904,788

中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減少

額
1,904,788

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少

額
-

剰余金減少額又は欠損金増加額 124,740,374

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加

額
-

中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増加

額
124,740,374

分配金 -

中間剰余金又は中間欠損金（△） △257,180,248

 

EDINET提出書類

ちばぎんアセットマネジメント株式会社(E31678)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

20/34



（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.有価証券の評価基準及び評価方法 (1)投資信託受益証券

移動平均法に基づき、時価で評価しております。

時価評価にあたっては、投資信託受益証券の基準価額で評価しております。

 (2)投資証券

移動平均法に基づき、時価で評価しております。

時価評価にあたっては、金融商品取引所等における計算日に知りうる直近の日の

最終相場（最終相場のないものについては、それに準じる価額）、金融商品取引

業者等の提示する価額、価格情報会社の提供する価額又は業界団体が発表する売

買参考統計値等に基づいて評価しております。

２.その他中間財務諸表作成のための

基本となる重要な事項

ファンドの計算期間

 
当ファンドの計算期間は、原則として毎年7月11日から翌年7月10日までとなって

おりますが、第1期計算期間は設定日(平成27年7月 31日)から平成28年7月11日ま

でとなっており、第1期中間計算期間は設定日(平成27年7月31日)から平成28年1

月30日までとなっております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

第1期中間計算期間末

平成28年 1月30日現在

１．中間計算期間末日における受益権の総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,531,322,838口

２．投資信託財産の計算に関する規則第55条の6第1項第10号に規定する額

元本の欠損　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　257,180,248円

３．中間計算期間末日における1単位当たりの純資産の額

 
1口当たり純資産額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.9432円

(10,000口当たり純資産額) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9,432円)

 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

該当事項はありません。
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（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

項目
第1期中間計算期間末

平成28年 1月30日現在

１．中間貸借対照表計上額、時価

及びその差額

中間貸借対照表上の金融商品は原則として時価で評価しているため、中間貸借対照表

計上額と時価との差額はありません。

２．時価の算定方法

 
 
 

(1)有価証券

売買目的有価証券

「（重要な会計方針に係る事項に関する注記）」に記載しております。

 
 
 
 

(2) コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。

３．金融商品の時価等に関する事

項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的

に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等

を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあり

ます。

 

（重要な後発事象に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引等に関する注記）

該当事項はありません。

 

（その他の注記）

元本の移動

 

区分

第1期中間計算期間

自 平成27年 7月31日

至 平成28年 1月30日

投資信託財産に係る元本の状況

期首元本額

期中追加設定元本額

期中一部解約元本額

 
1,025,628,487円

3,609,181,892円

103,487,541円
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【ちばぎんコア投資ファンド（成長型）】

（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

第1期中間計算期間末

平成28年 1月30日現在

資産の部

流動資産

コール・ローン 166,672,926

投資信託受益証券 5,045,602,240

投資証券 499,024,836

未収入金 135,391,559

未収利息 90

流動資産合計 5,846,691,651

資産合計 5,846,691,651

負債の部

流動負債

未払金 16,500,000

未払解約金 892,717

未払受託者報酬 1,173,390

未払委託者報酬 28,395,984

その他未払費用 117,277

流動負債合計 47,079,368

負債合計 47,079,368

純資産の部

元本等

元本 6,355,124,233

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） △555,511,950

元本等合計 5,799,612,283

純資産合計 5,799,612,283

負債純資産合計 5,846,691,651
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】

（単位：円）

 
第1期中間計算期間

自　平成27年 7月31日

至　平成28年 1月30日

営業収益

受取利息 6,946

有価証券売買等損益 △330,552,924

営業収益合計 △330,545,978

営業費用

受託者報酬 1,173,390

委託者報酬 28,395,984

その他費用 117,277

営業費用合計 29,686,651

営業利益又は営業損失（△） △360,232,629

経常利益又は経常損失（△） △360,232,629

中間純利益又は中間純損失（△） △360,232,629

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う中間純損失金額の分配額（△）
△7,079,650

期首剰余金又は期首欠損金（△） -

剰余金増加額又は欠損金減少額 6,138,019

中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減少

額
6,138,019

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少

額
-

剰余金減少額又は欠損金増加額 208,496,990

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加

額
-

中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増加

額
208,496,990

分配金 -

中間剰余金又は中間欠損金（△） △555,511,950
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（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.有価証券の評価基準及び評価方法 (1)投資信託受益証券

移動平均法に基づき、時価で評価しております。

時価評価にあたっては、投資信託受益証券の基準価額で評価しております。

 (2)投資証券

移動平均法に基づき、時価で評価しております。

時価評価にあたっては、金融商品取引所等における計算日に知りうる直近の日の

最終相場（最終相場のないものについては、それに準じる価額）、金融商品取引

業者等の提示する価額、価格情報会社の提供する価額又は業界団体が発表する売

買参考統計値等に基づいて評価しております。

２.その他中間財務諸表作成のための

基本となる重要な事項

 

ファンドの計算期間

 
当ファンドの計算期間は、原則として毎年7月11日から翌年7月10日までとなって

おりますが、第1期計算期間は設定日(平成27年7月 31日)から平成28年7月11日ま

でとなっており、第1期中間計算期間は設定日(平成27年7月31日)から平成28年1月

30日までとなっております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

第1期中間計算期間末

平成28年 1月30日現在

１．中間計算期間末日における受益権の総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,355,124,233口

２．投資信託財産の計算に関する規則第55条の6第1項第10号に規定する額

元本の欠損　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　555,511,950円

３．中間計算期間末日における1単位当たりの純資産の額

 
1口当たり純資産額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.9126円

(10,000口当たり純資産額) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9,126円)

 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

該当事項はありません。
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（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

項目
第1期中間計算期間末

平成28年 1月30日現在

１．中間貸借対照表計上額、時価及び

その差額

中間貸借対照表上の金融商品は原則として時価で評価しているため、中間貸借対

照表計上額と時価との差額はありません。

２．時価の算定方法

 
 
 

(1)有価証券

売買目的有価証券

「（重要な会計方針に係る事項に関する注記）」に記載しております。

 

 

 

 

(2) コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価

額によっております。

３．金融商品の時価等に関する事項に

ついての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合

理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前

提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異な

ることもあります。

 

（重要な後発事象に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引等に関する注記）

該当事項はありません。

 

（その他の注記）

元本の移動

 

区分

第1期中間計算期間

自 平成27年 7月31日

至 平成28年 1月30日

投資信託財産に係る元本の状況

期首元本額

期中追加設定元本額

期中一部解約元本額

 
2,108,925,388円

4,562,807,958円

316,609,113円
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２【ファンドの現況】

 

原届出書の「第二部　ファンド情報」「第３　ファンドの経理状況」「２　ファンドの現況」につきまして

は、該当情報を以下の内容に更新・訂正します。

 

＜更新・訂正後＞

【純資産額計算書】（平成28年2月29日現在）

 

ちばぎんコア投資ファンド（安定型）

 

Ⅰ　資産総額 5,593,658,738円　

Ⅱ　負債総額 22,491,055円　

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 5,571,167,683円　

Ⅳ　発行済口数 5,948,166,213口　

Ⅴ　1口当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 0.9366円　

（1万口当たり純資産額） （9,366円）

 

 

ちばぎんコア投資ファンド（成長型）

 

Ⅰ　資産総額 6,672,443,126円　

Ⅱ　負債総額 32,581,077円　

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 6,639,862,049円　

Ⅳ　発行済口数 7,380,378,290口　

Ⅴ　1口当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 0.8997円　

（1万口当たり純資産額） （8,997円）
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第三部【委託会社等の情報】

第１【委託会社等の概況】

１【委託会社等の概況】

 

原届出書の「第三部　委託会社等の情報」「第１　委託会社等の概況」「１　委託会社等の概況」につきま

しては、該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

＜訂正前＞

(1)資本金の額（平成27年9月末日現在）

（中略）

委託会社の機構は平成27年11月30日現在のものであり、今後変更となる場合があります。

 

＜訂正後＞

(1)資本金の額（平成28年2月末日現在）

（中略）

　委託会社の機構は平成28年2月29日現在のものであり、今後変更となる場合があります。

 

２【事業の内容及び営業の概況】

 

原届出書の「第三部　委託会社等の情報」「第１　委託会社等の概況」「２　事業の内容及び営業の概況」

につきましては、該当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

＜訂正前＞

（前略）

平成27年11月30日現在、委託会社が運用の指図を行っている証券投資信託（マザーファンドは除きま

す。）は次のとおりです。

 本数 純資産総額（百万円）

追加型株式投資信託 3 25,413

追加型公社債投資信託 0 0

単位型株式投資信託 0 0

単位型公社債投資信託 0 0

合計 3 25,413

 

＜訂正後＞

（前略）

平成28年2月29日現在、委託会社が運用の指図を行っている証券投資信託（マザーファンドは除きます。）

は次のとおりです。

 本数 純資産総額（百万円）

追加型株式投資信託 3 27,164
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追加型公社債投資信託 0 0

単位型株式投資信託 0 0

単位型公社債投資信託 0 0

合計 3 27,164
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５【その他】

 

原届出書の「第三部　委託会社等の情報」「第１　委託会社等の概況」「５　その他」につきましては、該

当情報を以下の内容に訂正します。

（注）下線部　　　　は訂正部分を示します。

 

＜訂正前＞

（前略）

(2)訴訟事件その他の重要事項

平成28年1月20日現在、訴訟事件その他委託会社及びファンドに重要な影響を及ぼした事実及び重要な影

響を及ぼすことが予想される事実は生じておりません。

 

＜訂正後＞

（前略）

(2)訴訟事件その他の重要事項

平成28年4月28日現在、訴訟事件その他委託会社及びファンドに重要な影響を及ぼした事実及び重要な影

響を及ぼすことが予想される事実は生じておりません。
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 独立監査人の中間監査報告書  
   

 
 

平成２８年３月３０日

 

ちばぎんアセットマネジメント株式会社

取　　　締　　　役　　　会　　　御中  

 
 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 
公認会計士 山　　田　　信　　之 印

 
 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」

に掲げられているちばぎんコア投資ファンド（安定型）の平成２７年７月３１日から平成２８年１月３０日までの中間

計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査

を行った。
 
中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定

し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務

諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続

が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な

情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに

経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間監査意見

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ちばぎんコア投資ファンド（安定型）の平成２８年１月３０日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する

中間計算期間（平成２７年７月３１日から平成２８年１月３０日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示してい

るものと認める。
 
利害関係

　ちばぎんアセットマネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規

定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

※１．上記は、当社が、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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 独立監査人の中間監査報告書  
   

 
 

平成２８年３月３０日

 

ちばぎんアセットマネジメント株式会社

取　　　締　　　役　　　会　　　御中  

 
 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 
公認会計士 山　　田　　信　　之 印

 
 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」

に掲げられているちばぎんコア投資ファンド（成長型）の平成２７年７月３１日から平成２８年１月３０日までの中間

計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査

を行った。
 
中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定

し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務

諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続

が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な

情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに

経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間監査意見

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ちばぎんコア投資ファンド（成長型）の平成２８年１月３０日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する

中間計算期間（平成２７年７月３１日から平成２８年１月３０日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示してい

るものと認める。
 
利害関係

　ちばぎんアセットマネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規

定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

※１．上記は、当社が、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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独立監査人の監査報告書

平成２７年６月２５日

ちばぎんアセットマネジメント株式会社

　　取締役会　　御　中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士　田　　島　　　　　昇　　　　　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士　宮　　田　　八　　郎　　　　　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理状況」

に掲げられているちばぎんアセットマネジメント株式会社の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの第３０

期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記

について監査を行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに

基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査

法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務

諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ちばぎん

アセットマネジメント株式会社の平成２７年３月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を

すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

(注)　１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管して

おります。

　　　２．XBRLデータは監査の対象には含まれておりません。
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独立監査人の中間監査報告書

平成２７年１２月１８日

ちばぎんアセットマネジメント株式会社

　　取締役会　　御　中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士　田　　島　　　　　昇

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士　宮　　田　　八　　郎

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理状況」
に掲げられているちばぎんアセットマネジメント株式会社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの第３１
期事業年度の中間会計期間（平成２７年４月１日から平成２７年９月３０日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間
貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行っ
た。
 
中間財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成
し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な
情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明す
ることにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行っ
た。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判
断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これ
に基づき中間監査を実施することを求めている。
　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一
部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択
及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示
に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によっ
て行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間監査意見
　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し
て、ちばぎんアセットマネジメント株式会社の平成２７年９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計
期間（平成２７年４月１日から平成２７年９月３０日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認め
る。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

(注)　１．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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